
 

 

大木 理恵子（おおき りえこ） 

国立がん研究センター研究所 基礎腫瘍学ユニット． 

1997年東京大学理学部博士課程修了。 
 

東京大学医学部，谷口維紹教授（p53標的遺伝子Noxaと

Reprimoの同定），東京工業大学，石川冬木教授（テロメア

複製機構の研究）のもとでポスドクをつとめ，2002年より

国立がん研究センター，田矢洋一部長のもとでp53研究を 

進める。2011年より，同研究所にて独立Plとして研究室を

率いている。p53研究を通じて，新しいがん化制御経路を 

明らかにしたいと考え，研究を行っている。  
『大木理恵子. 古くても。まだまだ新しい，最も有名ながん抑制遺伝子ρ53. 2017. 実験医学, 

vol.35, no.14, p.2322-2328』より引用  
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